
　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
施
行
す
る
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
は
、
平

成
18
年
3
月
末
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
高
度
成
長
期

東
京
都
市
圏
へ
の
一
極
集
中
に
よ

る
住
宅
難
を
解
消
し
、
郊
外
へ
の
ス
プ
ロ
ー
ル
化
を
解
決
す
る
た
め
、
昭
和
40
年
の
都
市

計
画
決
定
後
、
40
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
事
業
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
、
大
量
の
住
宅
供
給
か
ら
就
業
の
場
の
確
保
、
そ
し
て
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
、

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
の
試
み
を
実
践
し
、
複
合
多
機
能
都
市
と
し
て
日
に
日
に
成
熟
度
を

高
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
社
会
は
大
き
な
変
貌
を
示
し
、
経
済
も
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長
へ
、
バ
ブ
ル

の
崩
壊
か
ら
新
た
な
立
ち
直
り
へ
、
市
民
の
生
活
も
核
家
族
か
ら
少
子
高
齢
化
へ
、
日
本

が
は
じ
め
て
経
験
す
る
時
代
の
激
し
い
波
を
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
終
了
に
よ
っ
て
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
建
設
と
い
う

”
ま
ち
づ
く
り
“
か

ら
、
熟
成
と
い
う

”
ま
ち
育
て
“
へ
と
そ
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く

り
の
意
識
の
高
い
市
民
の
台
頭
、
団
塊
世
代
の
地
域
へ
の
回
帰
、
女
性
を
核
と
し
た
多
様

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

”
ま
ち
育
て
“
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
今
後
と
も
宅
地
の
供
給
、
賃
貸
住
宅
の

管
理
な
ど
で
、
大
き
く
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 　

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
東
西
約
15
㎞
、
南

北
約
5
㎞
、
東
京
都
の
稲
城
・
多
摩
・
八
王
子
・

町
田
の
四
市
に
ま
た
が
る
、
面
積
約
2
8
8
4

ha
の
広
さ
を
持
つ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
す
。

　
そ
の
事
業
主
体
・
手
法
は
多
彩
で
、
新
住
宅

市
街
地
開
発
事
業
（
施
行
者
＝
東
京
都
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
、
都
市
再
生
機
構
）
と
8
つ

の
土
地
区
画
整
理
事
業
（
施
行
者
＝
東
京
都
、

都
市
再
生
機
構
、
組
合
）
に
よ
る
面
整
備
、
周

辺
幹
線
道
路
や
河
川
、
流
域
下
水
道
な
ど
の
関

連
公
共
施
設
等
の
都
市
基
盤
整
備
を
行
い
、
都

営
・
公
社
・
機
構
な
ど
の
公
的
住
宅
と
、
民
間

住
宅
を
供
給
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
や
清
掃
工
場
、
火
葬
場

な
ど
も
関
連
自
治
体
が
整
備
し
、
幼
稚
園
、
商

業
施
設
、
病
院
な
ど
を
計
画
的
に
配
置
・
誘
致

し
、
く
ら
し
を
支
え
る
生
活
環
境
整
備
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
国
内
最
大
級
の
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
と
し
て
、
世
帯
数
約
8
万
戸
、
人

口
約
20
万
人
が
住
む
都
市
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

落合・鶴牧地区の基幹空間

向陽台地区のスカイライン

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
骨
格

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域
は
一
体
的
な
開
発
で
、

排
水
も
多
摩
川
水
系
単
一
に
な
る
エ
リ
ア
で
、

骨
格
と
し
て
、
都
心
方
向
へ
の
大
量
輸
送
を
確

保
す
る
た
め
の
鉄
道
2
路
線
（
京
王
相
模
原
線

及
び
小
田
急
多
摩
線
、
計
8
駅
）
を
、
ま
た
、

東
西
方
向
の
3
つ
の
広
域
幹
線
道
路
を
川
沿
い

の
谷
戸
部
や
南
側
の
尾
根
沿
い
に
配
置
、
こ
れ

ら
を
つ
な
ぐ
南
北
方
向
の
住
区
幹
線
道
路
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

 
 

セ
ン
タ
ー
機
能
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
周
辺

地
域
を
含
め
た
広
範
囲
の
エ
リ
ア
に
高
次
な
都

市
機
能
を
提
供
す
る
た
め
、
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

に
商
業
・
娯
楽
・
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し

た
都
市
セ
ン
タ
ー
、
若
葉
台
・
永
山
・
堀
之

内
・
南
大
沢
の
各
駅
前
に
、
地
区
セ
ン
タ
ー
を

配
置
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
区
域
内
は

21
の
住
区
で
構
成
し
、
一
住
区
に
つ
き
一
中
学

校
区
を
基
本
と
し
、
各
住
区
に
小
中
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の

施
設
を
徒
歩
圏
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
多
摩
丘
陵
の
緑
を
系
統
的
に
保
存
す
る

た
め
に
、
多
摩
川
と
鶴
見
川
の
分
水
界
と
な
っ

て
い
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
南
縁
の
尾
根
部
に
、
地

区
公
園
や
低
容
積
の
誘
致
施
設
を
配
置
し
、
公

園
緑
地
、
歩
行
者
専
用
道
路
、
住
宅
内
緑
地
等

と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
、
そ
の
面
積
は
地
区
全
体
の
30
％
以
上

を
占
め
て
い
ま
す
。

近
隣
住
区
理
論
の
実
践

　
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
開
発
の
初
期
は
近
隣
住
区
理

論
に
忠
実
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
、
住
宅
建

設
の
効
率
性
を
優
先
し
て
大
造
成
を
行
い
、
小

中
学
校
や
公
園
、
商
業
施
設
を
、
各
住
宅
か
ら

徒
歩
で
利
用
で
き
る
よ
う
均
等
に
配
置
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
団
地
内
通
路
や
歩
行
者

専
用
道
路
で
結
ん
で
歩
車
分
離
を
徹
底
し
、
谷

戸
部
に
配
置
さ
れ
た
幹
線
道
路
に
よ
っ
て
、
住

区
内
道
路
は
通
過
交
通
を
排
除
し
ま
し
た
。

基
幹
空
間
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
構
造
化

　
し
か
し
、
初
期
の
諏
訪
・
永
山
地
区
な
ど
で

は
、
中
層
の
団
地
が
続
く
単
調
な
景
観
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
中
期
に
は
、
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
均
等
に
配
置
し
、
点
と
線
で

結
ぶ
の
で
は
な
く
、
公
園
や
歩
行
者
専
用
道
路

を
、
地
区
の
骨
格
構
造
と
な
る
基
幹
空
間
と
し

て
連
担
さ
せ
、
め
り
は
り
の
あ
る
空
間
形
成
を

行
い
ま
し
た
。

地
域
環
境
と
の
共
存

　
初
期
・
中
期
段
階
で
は
大
造
成
に
よ
る
開
発

計
画
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
愛
宕
地

区
や
貝
取
・
豊
ヶ
丘
地
区
北
部
な
ど
で
は
、
次

第
に
自
然
地
形
を
改
変
し
な
い
プ
ラ
ン
を
試
み

ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
長
池
地
区
な
ど
で
は
、
も
と

の
地
形
を
尊
重
し
、
公
園
緑
地
内
で
は
極
力
原

地
形
を
残
し
つ
つ
、
宅
地
部
分
は
地
形
に
沿
っ

た
な
だ
ら
か
な
造
成
を
行
う
、
折
衷
型
の
造
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
フ
ァ
イ
ン
ヒ
ル
稲
城
地
区
で
は
、
地

区
外
の
大
き
な
緑
の
骨
格
に
溶
け
込
む
よ
う
な

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
計
画
を
行
い
、
ま
た
、

商
業
施
設
な
ど
を
住
区
幹
線
道
路
沿
い
に
設
け
、

歩
車
共
存
型
の
道
路
計
画
を
す
す
め
ま
し
た
。

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
宅

大
量
供
給
か
ら
住
宅
水
準
の
向
上
へ

　
昭
和
46
年
、
諏
訪
・
永
山
地
区
で
は
じ
め
て

入
居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
住
宅
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
に
２
Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ

と
い
っ
た
標
準
的
な
間
取
り
の
中
高
層
住
宅
を

中
心
と
し
た
供
給
を
行
い
ま
し
た
が
、
昭
和
50

年
代
に
入
る
と
、
一
定
の
住
宅
量
が
確
保
さ
れ

た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
一
人
一
室
、
世
帯
に
一
共

同
室
」
が
新
た
な
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
貝

取
・
豊
ヶ
丘
地
区
な
ど
で
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ


